
 

平成２６年１１月１日（土） 

新事業所の落成式を行ないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

この度、私たち念願の事業所が完成しました。 

東日本大震災から、３年７カ月が過ぎてしまいました。 

思い起こせば、「さくら」のメンバーは全員が全国各地にバラバラに避難するこ

ととなり、「さくら」は、もう終わりだと諦めた時期もありました。 

 

それでも、「さくら」を信じて再開を望んでくれた利用者さん、ご家族、そし

て職員から力をもらい事業再開を果たすことができ、今年の夏で４年目を迎える

ことができました。 

 

 再開当初は、先の見えない中、何もかもマイナスからのスタートでしたが、今

出来ることから取り組んでいこうと皆で困難を乗り越えてきました。そんな中で

も、さくらの持ち前の元気と明るさでピンチをチャンスに変えることができ、長

年の目標だった利用者さんの工賃倍増を達成することが出来ました。 

 また、１名の利用者さんの一般企業への就職も果たすことが出来ました。現在

では地元から４名の方が「さくら」を利用されています。 

 

 利用者さんも増え、事業所が手狭になり、作業環境の改善が必要になってきた

ことから二本松事業所として、前に進む決心をいたしました。 

 避難状態でありながら、このような事業ができることは夢のようです。 

 これも、ひとえに全国からたくさんの方々に応援していただいたおかげと心よ

り感謝申し上げます。 

 

 これからは、アクセスホームさくら二本松事業所として地域の福祉の資源とな

っていけるよう、職員一同役割を果たしていきたいと思っております。 

 まだまだ課題はたくさんありますが、新たなスタートとして、「さくら」全員

で取り組んでまいります。 

 

 

アクセスホームさくら 

所長  渡邊 幸江 

 

  



ラスク販売も大盛況。 

たくさんの方にお買い求めいただきました。 

 

地元・浪江の名物「なみえ焼そば」です。 

ご協力ありがとうございます。 

 

   落成式の様子です             

 

   当日は、あいにくの雨模様の中、来賓の方や地域住民の方、地元・浪江でお世話になっていた方など 

   たくさんの方にご参加していただくことが出来ました。 

 

                

所長あいさつ 

 

旧事業所でお世話になった方へ感謝状と記念品を 

贈呈させていただきました。 

 

 

たくさんのお祝いの言葉をいただきました。 

感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

 

 家族会より、記念品をいただきました。 

 

 

 

理事の紹介です。 

これからもよろしくお願いします。 

 

 

利用者さんによる手話発表を行いました。 

曲は、さくら１８番の「ビリーブ」です。 

 

 


